
伝統芸能「平家踊り」を受け継ぐ活動 活動概要 
 

１ はじめに 

本校は、源平合戦最後の舞台となった壇ノ浦の近くに位置する彦島にある。地域に

は平家ゆかりの場所や伝説が多く残っており、太鼓や三味線の音に合わせ、十一拍と

いう独特のリズムで踊る「平家踊り」は平家を供養する踊りとして、現在も踊り継が

れている。 

「本村小平家踊りを受け継ぐ子の会」は、昭和５９年度に学校、ＰＴＡ、自治会で

結成された。下関市内で踊り、太鼓、三味線、音頭の全てを子供たちだけで演奏でき

るのは、本校のこの会だけである。現在、会員は２２名。毎週木曜日の夜、地域の指

導者から、実技指導を受け、技能を磨いている。 

 

２ 活動の実際 

 本年度は、感染症対策緩和により、以下のように多くのイベン

ト等に参加することができた。 

・ ４月２８日（木） 平家始め式 

・ ５月２２日（日） 運動会での全校平家踊り 

・ ６月２０日（月）  ＪＲ西日本 Twilight Express瑞風 

５周年出発セレモニー 

                  歓迎イベント６年生全員で出演 

（ＪＲ下関駅） 

・ ６月３０日（木） 下関中等教育学校との平家踊り交流 

           （山口県立下関中等教育学校） 

・ ８月 ６日（土） 幼稚園ＰＴＡ連合会全国大会 

オープニングアトラクション出演 

（生涯学習プラザ ） 

・ ８月２１日（日） 馬関まつり出演（海峡ゆめ広場） 

・１０月 ２日（日）  ＮＨＫ「民謡魂」公開録画出演 

（下関市民会館大ホール） 

・１０月２９日（土） 彦島地区文化祭出演（彦島公民館） 

・１２月 ３日（土） 彦まちミニ駅伝応援演奏 

（ひこっとらんどマリンビーチ） 

・ ２月 ４日（土） 教育シンポ下関出演 

（下関市教育センター） 

・ ２月２４日（金） 平家引継ぎ式 

 

また、本校では「平家踊りを受け継ぐ子の会」だけでなく、特

色ある教育活動として、教育課程の中にも平家体験学習を位置付

け、月に１単位時間、１・２年生は踊り、３・４年生は太鼓、三

味線、音頭の３部門に分かれて、地域の指導者から実技指導を受

けている。 

彦まちミニ駅伝応援演奏 

教育シンポ下関 

幼 P 連全国大会 

ＪＲ西日本イベント 



２ 成果と課題 

今年度、地域の祭りはなかったが、子供たちはＪＲイベントやＮＨＫ公開録画、幼

Ｐ連全国大会といった大きな行事に参加することで、地域だけでなく、より広く多く

の人に平家踊りを発信することができたという大きな達成感を得ることができた。そ

れと共に、自分たちが地域や地元の文化を受け継いでいるという自覚と誇りが生まれ

る。また、地域の指導者の方々に伝統芸能を教えていただくことにより、子供と大人

のふれあいの場が生まれ、地域や地域の方々を大切にし、地域に感謝する心が育まれ

ているものと考えている。これは、地域活性化にもつながっていると自負していると

ころである。 

こうして 40年近く続いてきた活動であるが、この 2～3年で、存続の危機に見舞わ

れている。児童数の急激な減少である。10年前と比べると本校の児童数は 100名も減

り、このままではあと数年のうちに、子供たちだけで演奏を続けることができなくな

る可能性もあり、大きな課題となっている。 

 そこで、これまで実施してきた「平家体験学習」を、中学校区９年間の「ふるさと

学習を核とした小中一貫カリキュラム」として「学校・地域連携カリキュラム」に位

置付けた。これにより、これまで４年生以下の「技能の継承」を主な目的としていた

学習が、今年度からは５、６年生の「伝統芸能で地域を活性化」していく学習活動へ

と継続・発展させることができた。 

６月のＪＲ西日本イベントも、山口県立下関中等教

育学校との平家踊り交流も、このカリキュラムの中で、

６年生が総合的な学習の時間に「平家踊りで地域を盛

り上げよう」という単元学習として取り組んだもので

ある。こうした活動を通して、自分たちも地域貢献が

できたという実感を得ることができ、子供たちの自己

肯定感と自己効力感は確かに高揚したと感じている。 

また、中学校に進学しても、引き続き総合的な学習

の時間に「伝統芸能『平家踊り』」が位置付けられたこ

とで、より長いスパンでの技能の継承と地域の担い手

作りができるようになった。 

 

４ おわりに 

今回地域活性化活動助成事業を受けたこと

で、「平家踊りを受け継ぐ子の会」の組織も見

直し、今年から中学生や近隣の小学校にも募

集をかけることができた。会員減少で活動存

続に危機感を持っていたが、一筋の希望が見

えたように感じている。 

平家踊りを受け継ぐ活動は本村小だけでな

く、地域の誇りであり、人々の心の支えにもな

っている。それを常に心に留め、これからも伝

統芸能の継承に努めていきたい。 

下関中等教育学校との平家踊り交流 

平家踊り引継ぎ式 

 
本村小キャラクター 

へいけっ子 


